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・ 施設の放射線管理
各施設の放射線レベルや放射性物質による汚染レベルを一定限度以内に維

持し、安全な作業環境をつくり、作業者の適切な被ばく管理を行うために施
設管理をしています。

また、周辺環境へ放射性物質の放出がないことを確認するための放射線や
放射性物質の測定を実施しています。

・ 周辺環境の管理
周辺の自然環境の放射能レベルを測定・監視し、施設からの影響がないこ

とを確認しています。

・ 被ばく管理
管理区域で作業する人の被ばくの量を定期的に測定し、法令などに定めら

れた基準を超えないように管理をしています。

人形峠環境技術センターの安全管理
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施設の放射線管理

施設内放射線管理の目的

・作業者の被ばく防止

→ 作業環境の放射線管理

→ 放射線作業管理（計画･実施･報告）

・放射性物質漏洩の早期検知

→ 適切な汚染管理の実施

施設の放射線管理
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施設の放射線管理施設の放射線管理

放射線管理に使用する主なサーベイメータ



施設の放射線管理施設の放射線管理
空気中放射性物質濃度の測定

移動型ダストモニタ

管理区域内作業場所
の空気中放射性物質濃
度を連続してモニタしま
す。

可搬型ダストサンプラ

作業場所などの空気を
吸って、空気中の塵埃を
ろ紙に採取します。

ろ紙を回収し、放射能
を測定します。

エアスニッファ

管理区域内の空気を吸っ
て、空気中の塵埃を採取し
ます。

管理区域内の数ｹ所に設
置され、定期的にろ紙を回
収し、放射能を測定します。
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施設の放射線管理施設の放射線管理
空間線量率・表面密度の測定

空間線量率の測定

定期的に管理区域内外の放射線
量率を測定します。異常な値が検出
されるとその原因の確認と対応が検
討され、実施されます。

表面密度の測定

定期的に管理区域内の床などを放射性物質が
付着していないか測定します。付着が見つかれば、
その原因の確認と対応が検討され、実施されます。
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施設の放射線管理施設の放射線管理

管理区域からの人の退出・物品搬出

人の退出

管理区域から退出すると
きは、身体や衣服に放射
性物質の付着がないことを
確認します。

物品の搬出

人の退出と同様に、持ち
出そうとする物品に放射性
物質の付着がないことを確
認します。
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施設の放射線管理施設の放射線管理
排気中の放射性物質濃度及びふっ素の測定
施設から排出される空気をろ紙に捕集し、排気ダストモニタにより放射性物質濃度
を連続測定しています。また、排気中のふっ素をＨＦモニタにより測定しています。
これらモニタにより、施設から放出される排気の監視を行っています。

グローブボックス、フード等

排気処理設備

外気

室内排気

排気監視

排気筒

管理区域
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建屋排気系統図（イメージ） 排気ダストモニタ HFモニタ
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建屋から放出される排気の監視画面

施設の放射線管理



施設の放射線管理被ばく管理

ポケット線量計
作業単位や日々の被ばく管
理用として使用する個人被ばく
線量計です。
人形峠では、一時的に管理区
域に立ち入る方や作業単位で
の被ばく管理に使用しています。

熱ルミネセンス線量計（TLD)
長期間（1ｹ月間や3ヶ月間な
ど）の被ばく管理用として使用
する個人被ばく線量計です。
人形峠の外部被ばく線量測
定用として使用しています。
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施設の排気・排水管理

一 般有 害 物質 の 測定 放 射 性物 質 濃度 の 測定

排出毎に測定します。

排水 排 水 処 理 装置 安 全 確認 放 流 水槽 安全 確 認 河川 へ

排気 排ガ ス処 理 装置 高 性能 フィ ル タ 安 全確 認 大 気中 へ

施設から放出される排気や排水中の放射性物質について、法令及び協定で定められた
値を超えていないことを、測定し監視しています。

①施設からの排気
核施設の排気筒などに設置されている
モニタより毎週１回ろ紙を回収し測定して
います。また、詳細測定を３ヶ月に１回実
施しています。

②施設からの排水
各施設で発生した排水は、施設内で
処理された後、放射性物質濃度やフッ素
濃度が定められた基準以下であることを
確認し、一旦センターの放流水槽へ送ら
れます。その後、放流水槽で再度分析を
行い、確認した後に河川へ放流しています。
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施設の放射線管理周辺環境への影響調査
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センター内の放射線量率のトレンドを示した画面

定期的にセンター内外の放
射線を測定し，周辺環境に

影響がないことを確認して

います。

百様箱の中に放射線の測
定器を設置した定点測定

①センター内外の放射線量の測定

モニタリング車による周辺地域の測定

モニタリングポストによる連続監視

センターの周辺環境における影響を
確認するため、測定点に集積線量計
を設置して調査を行っています。また
、施設からの影響を把握するために
敷地内にモニタリングポスト等を設置
し連続監視を行っています。

センター内のモニタリン
グステーションやモニタ
リングポストで放射線を
測定しています。また、
測定結果はHPで公開し
ています。



施設の放射線管理周辺環境への影響調査
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環境試料の採取・分析・測定

河川水や表土，農産物，

大気浮遊塵などを採 取

し，ウランやラジウムな

どの放射能やフッ素を測

定しています。

河川水の採取 大気浮遊塵の採取

前処理分析作業

放射能測定

測

定

②センター周辺地域における環境中の放射能等測定

周辺地域において、大気中
浮遊塵、河川水及び飲料
水、土壌、農作物などを採
取し、施設からの影響が無
いことを定期的に調査して
います。



解体作業に伴う放射線防護のポイント

放射性物質等で汚染された設備等の解体作業
は（例：汚染された配管を撤去する際に、切断するこ
とで放射性物質等が飛散する可能性がある作業）、作
業開始前に、汚染拡大防止策、被ばく防止対策
等、放射線安全及び一般安全などの対策の妥当
性について確認します。
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解体作業に伴う放射線防護のポイント

●作業場所の汚染拡大防止対策として、グリーン

ハウスを設置し、グリーンハウス内で機器等を

解体する場合があります。

●被ばく防止対策として、鉛エプロンなどを着用

し、外部被ばく低減を図る場合があります。

●放射線防護の措置（例：全面マスク、タイベッ

クススーツ等）を必要とする場合があります。
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解体作業に伴う放射線防護のポイント

グリーンハウスの設置
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解体作業に伴う放射線防護のポイント

16

全面マスク、タイベックススーツ着用
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ウラン（Uranium）とは、

最初に発見された放射性元素であり、原子番号が最も大きな天然元素

天然のウランには、質量数が２３４、２３５、２３８の３種類

天然に存在するウランの性質

参考 ウランってどんなもの
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原子力発電に使われるウラン（いわゆる燃えるウラン）は、

・ウラン-235（U-235)であり

・このU-235を天然の存在度より多く（３％～５％）する必要があります

・人形峠では、U-235の割合を多くする事業（ウラン濃縮）を実施して

いました。

・人形峠では、ウラン濃縮する方法として「遠心分離法」を採用しました

・遠心分離法でウラン濃縮するためには、ウランにフッ素を付けて､

｢六フッ化ウラン｣(ＵＦ６ ）にする必要があります

・現在、濃縮されたウランは、既に原子力発電所で使用されましたが、

U-235の割合が少ないウランは人形峠に保管されています

・保管されているウランの形態も「ＵＦ６ 」という化学形態のままです

参考 原子力発電のためのウラン
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参考 六フッ化ウランについて

六フッ化ウラン（ＵＦ６ ）は、ウラン（U）とフッ素(F)の化合物

・常温では固体で無色の結晶

・有毒な物質であり、放射線や化学的な健康影響がある

・酸素や空気とは反応しないで比較的安定である

・ただし、空気中の水分と激しく反応し、フッ化水素（ＨＦ）を生じる

・沸点が低く、気体の状態を維持するのが容易

・遠心分離法などのウラン濃縮で用いられる

（日本におけるウラン濃縮による使用実績：原子力機構人形峠、日本原燃）

・保管管理では、厳重な防湿と密封性が必要
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参考 六フッ化ウランについて

48Yｼﾘﾝﾀﾞ

４８Ｙシリンダ
ＵＦ6最大充てん量： 約 12 ｔ-ＵＦ6 

ＵＦ６は、漏れ、破損、変形、腐食等のないシリンダ
（48Yシリンダ、30Bシリンダ、12Ｂシリンダ、8Aシリンダ）
で保管している

六フッ化ウランの貯蔵
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参考 空気呼吸器及び空気呼吸器用スーツ着装訓練の様子


